
 

（資料 2） 

 抄録原稿の作成方法  

一般演題抄録原稿 

 

1 言語 

  記述の言語は、日本語とする。 

 

2 抄録原稿 

  原稿はパソコンで作成する。北海道看護協会ホームページより所定の様式をダウンロードし、2種類(抄録

原稿、選考用抄録原稿)作成する。原則として、抄録原稿は文章のみとする。ただし、特別な理由がある場

合、図表は1点のみ可とする。 

 

（1）抄録原稿 

    表題・キーワード・発表者名・共同研究者名・所属施設名を記載する。 

    そのまま抄録とするため、完全な原稿として提出する。 

 

（2）選考用抄録集原稿 

    抄録を選考する委員に提出するため、投稿者を特定できないよう発表者名・共同研究者名・所属施設 

名を記載しない。 

ただし、本文「倫理的配慮」では、倫理審査委員会名は正式名称で記載する。 

    表題・キーワード・本文は「抄録原稿」と同一のものであること。 

 

3 原稿枚数・文字数 

  A4横書き2段組み(様式ダウンロード)1枚以内(両面不可)、2,000字以内(引用文献、図表、スペースなど

を含む) 

 

4 様式 （北海道看護協会ホームページより、所定の様式をダウンロードする） 

 

（1）様式使用の注意事項（抄録原稿、選考用抄録原稿共通) 

 

  ①本文は2段組みとし、スペースを含めて 2,000字(全角25字×40行×2段)以内の抄録になるように

設定されている。ページ設定、文字サイズ、書体、本文より上部の行数の変更は不可。 

 

  ②本文の文字サイズは、10.5ポイントとし、和文フォントは明朝体で全角、英文およびアラビア数字

は半角とする。 

 

  ③図・表を挿入する場合、レイアウトは自由だが、論述の根拠となるデータを厳選し、図・表の文

字、数字は判別可能なものを挿入すること。 

 

  ④写真・図・表は白黒で判別できる明瞭なものであるか確認すること。 

 

 

 

 

 

 



 

（2）抄録原稿見本 

 

①抄録原稿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②選考用抄録原稿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表題）(14ポイント) 

キーワード：○○○(9ポイント) 

〇（発表者名）、（共同研究者名）(9ポイント) 

（所属施設名）(9ポイント) 

本文 

25字×40行 

(10.5ポイント) 

本文 

25字×40行 

(10.5ポイント) 

上部余白20㎜ 

下部余白20㎜ 

左右 

余白 

15㎜ 

7行 

 

①抄録原稿 

 

■上段に 1 段組で、 

7 行分のスペースを使い下記①～④記載 

①表題 

②キーワード(「キーワード：」の後に、 

抄録内容を表す重要な語句を 3～5 個)を記載する 

③発表者名(最初に記載し、氏名の頭に〇印を入れる) 

④共同研究者名 

⑤所属施設名 

 

■上段から 1 行空け、本文は 2 段組みとする。 

（表題）(14ポイント) 

キーワード：○○○(9ポイント) 

本文 

25字×40行 

(10.5ポイント) 

本文 

25字×40行 

(10.5ポイント) 

上部余白20㎜ 

左右 

余白 

15㎜ 

7行 

 

②選考用抄録原稿 

 

■上段に 1 段組で表題、キーワード 

※表題・キーワード・本文は①抄録原稿と 

同一であること 

※発表者名、共同研究者名、所属施設名は

記載しない 

 

■上段から 1 行空け、本文は 2 段組みとする。 左右 

余白 

15㎜ 

左右 

余白 

15㎜ 

下部余白20㎜ 

1行空ける 

1行空ける 



 

5 構成 

  演題名および本文の構成は、原則として次の通りとする。 

 

演題名：簡潔で研究内容がわかるように表現する。 

 

Ⅰ 目的：研究の動機と目的を述べる。 

 

Ⅱ 研究方法：事例、調査、実験、その他の研究方法、研究期間、研究対象、データ収集方法、データ分析 

方法など 

 

Ⅲ 倫理的配慮：研究に関する倫理に基づき述べる。p.11の「 研究における倫理的配慮とその記述方法」 

（資料3）を網羅すること。 

   

Ⅳ 結果：得られたデータに基づいて結果を明確に述べる。 

 

Ⅴ 考察：研究目的に添って、得られた結果の解釈、意味付けを述べる。 

さらに、これまでの研究結果との比較・照合がなされ、研究者の意見が述べられていることが望まし

い。あくまでも得られた結果にもとづき、検討する事が大事で、安易に一般論を延々と引用する事は

避ける。 

 

Ⅵ 結論：研究から得られた、最終的な成果を述べる。 

 

Ⅶ 引用文献 

（1）引用文献は引用順に本文の引用箇所の肩に１）２）と番号をつけ、本文原稿の最後に一括して引用番号順に 

記載する。 

（2）引用文献の記載方法は次のようにする。共著者は3名まで標記し、それ以外はその他とする。 

  【雑誌掲載論文】 

    著者名：表題名，雑誌名，巻(号)，頁，発行年(西暦年次)． 

     例）学会花子：看護研究の○○○について,▲▲看護、25（11）,p.35-38,2008. 

 例）学会花子,日本協子,清瀬看子,他：看護の○○○研究,第○回日本看護学会論文集（看護管 

        理）,p.5-8,20○○. 

  【単行本】 

    著者名：書名(版)，発行所，頁，発行年(西暦年次)． 

    例）学会花子：看護実践研究の手引き（3）,○○看護出版,p.145,2006. 

    著者名：表題名，編者名，書名(版)，発行所，頁，発行年(西暦年次)． 

    例）学会花子：研究における○○,日本協子編,看護実践研究(2),▲▲出版,p.76-88,2007 

  【翻訳書】 

    原著者名：書名(版)，発行年，訳者名，書名(版)，発行所，頁，発行年(西暦年次)． 

    例）Alice Williams：Nursing Research(4),2001,学会花子訳,看護研究(4),○○看護出版,p.298.2003. 

  【電子文献】 

    著者名：表題名，雑誌名，巻(号)，頁，発行年(西暦年次)，アクセス年月日，ＵＲＬ， 

発行機関名(調査／発行年次)，表題，アクセス年月日，ＵＲＬ 

例）文部科学省,厚生労働省(2021),人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針,2021年12 

       月6日閲覧, https://www.mhlw.go.jp/content/001077424.pdf. 

 ※公的機関から提供される情報(統計、法令等)、電子ジャーナルのみを対象とする 

 

 



 

交流セッション抄録原稿 

 

 

抄録原稿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表題）(14ポイント) 

〇（責任者）、（共同発表者名）(9ポイント) 

（所属施設名）(9ポイント) 

本文 

45字×40行 

1000字程度 

(10.5ポイント) 

 

上部余白20㎜ 

下部余白20㎜ 

左右 

余白 

15㎜ 

7行 

 

■上段に 1 段組で、 

7 行分のスペースを使い下記①～④記載 

①表題 

②責任者(氏名の頭に〇印を入れる) 

③共同発表者名 

④施設名 

※複数施設の場合は名前右肩に数字をふり 

      下に施設名はまとめて記載する。 

  

■上段から1行空け、本文を1000字程度でまとめる。 

開催の趣旨（目的や意図等）、実施方法（おおよそ

の時間配分を含む）、内容（実践や取組内容・成果

や課題・検討したい今後の課題等）を記載する。 

企画内容に応じて、倫理的配慮に関する記載す

る。 

左右 

余白 

15㎜ 

1行空ける 


